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その後、柳の葉のようなレプトケファルスに変わります。このかたちでは

自ら泳ぐことが出来ないため、海を浮遊し海流などに流されて生活をします。

レプトケファルスは、４～６ヶ月ほどでウナギの稚魚である体長５cmほどの
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体がやや透明なシラスウナギになり河口に入ります。その後シラスウナギは

川を上るにつれ体が黄色ぽっくなります(黄うなぎ)。川で５～１０年ほど

生活をして体がやや黒く銀色になると産卵のために川を下ります(銀うなぎ)。
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④うなぎの豆知識！[土用の丑の日っていつなの？]
まめちしき

土用とは立春、立夏、立秋、立冬の前の18日間のことで、その中の丑の日

どよう うし ひ

どよう りっしゅん りっか りっしゅう りっとう まえ にちかん なか うし ひ

じゅうにし なか うし どよう うし ひ よ じかい ねん がつ にち

②うなぎの分布1)
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しゅるい しゅるい かくにん よう たいへいよう

(十二支の中の丑)を[土用の丑の日]と呼びます。次回は2008年7月24日です。

ちなみに、幕末の学者 平賀源内がウナギ屋に頼まれて夏の土用の丑の日に

ウナギを食べるよいと宣伝したことでこの習慣が出来たと言われております。
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[引用文献] 1)  廣瀬慶二 (2001) うなぎを増やす (社)日本水産学会 監修 成山堂書店
2)  フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』 ウナギ

ウナギの種類は１８種類ほど確認されており、ほとんどはインド洋・太平洋

の熱帯地方に生息しています。北半球の温帯種はニホンウナギ、アメリカ

ウナギ、ヨーロッパウナギの３種類です。なぜか南米大陸には生息していな

いようですね。
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